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１．字幕放送の現状等 

（１）テレビジョン放送は国民生活に密着した情報提供手段として必要不可欠なものであることか
ら、視覚障害者や聴覚障害者に対しても健常者と同等の情報を提供することが求められてきた。
こうした中、テレビジョン放送の字幕放送は、昭和５８年からＮＨＫが取組を開始し、テレビ
ジョン放送のデジタル化の際にデータ放送の標準規格として実装され、近年は字幕が付与され
た放送番組が増加している。 

（２）字幕放送は、放送番組のアクセシビリティを確保する観点から聴覚障害者のテレビ視聴を支
援することが主眼であるが、近年は移動中のワンセグ視聴や音声が聞きづらい環境下において
等、健常者のテレビ視聴にとっても有用なものとして利用機会が増加している。 

（３）生放送の番組に対する字幕付与等、字幕放送の更なる普及に向けて解決すべき課題は残され
ているが、デジタル放送への移行が完了したことにより、「字幕」もその発展に向けた新たな
取組が求められる段階にある。 
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２．「字幕」をとりまく環境の変化 
（１）我が国社会のグローバル化 

 「ビジット・ジャパン」や東京五輪招致等により、今後も訪日外国人は増加の一途である。 
 また、外国人労働者については、安心・安全な環境の下で日本に親しんでもらうためにも、
放送番組と連動する多言語のサービスの提供が「時代の要請」になっている。 

（２）放送と通信の連携の進展 
 テレビジョン放送のデジタル化への移行が完了し、インターネットをはじめとする通信サー
ビスと連携した放送サービスの導入が進展している。 

（３）ユニバーサルアクセスの確保 
 字幕放送や解説放送の提供は放送法の規定により放送事業者に努力義務が課せられていると
ころであるが、「（新）障害者基本計画」（平成２５年９月２５日閣議決定）や平成２５年の
地上放送事業者の再免許において、一般の放送番組に加え、「ＣＭに対する字幕付与」の進展
に向けた取組の強化が求められている。 
 高齢化社会の進展や訪日外国人の増加に伴い、放送番組に対するユニバーサルアクセスの確
保・向上が社会的に要請されている。 

３．検討会における検討事項 
 こうした環境の変化を踏まえ、本検討会においては、「多言語字幕ＷＧ」、「ＣＭ字幕Ｗ
Ｇ」の２つのＷＧを設け、スマートテレビを活用した多言語字幕やＣＭ字幕の本格的な普及に
向けて検討を実施した。 
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